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 ２月８日は針供養の日です。昔は裁縫に使う「針」が暮らしに欠かせなかったので、折れた

り曲がったりした針を、豆腐やこんにゃくなど柔らかいものに刺して供養し、針仕事を休んで

いました。ものを大切にしてきたことがわかる行事です。みなさんも身の回りのものを大切に

使いましょう。 

 

 

 

 

 

  

 「もう、毎年花粉症つらすぎ！」とい

う人もいれば、「私、花粉症じゃないし

～」という人もいると思います。でも、

今花粉症ではない人も、人ごとではな

いかも。どの人にも知っておいてほし

い花粉症情報を集めました。 

 花粉症は体が異物に対して過剰に反応して

追い出そうとする「アレルギー」の一種です。 

花粉が体に 

入ってくる 

見張り役の細胞が 

花粉を「異物」と 

認識 

花粉再来時にすぐ反応 

できるよう「lgE 抗体」を 

作り準備する 

再び花粉が入ってきた

時にアレルギー反応が

起こる 

（アレルギー発症） 

 くしゃみや鼻水で花粉を体から追い出し、花粉がのどや

気管支の方に行かないように鼻の粘膜が充血して腫れ、鼻

づまりを起こします。 

 風邪と比べると、鼻水は透明でさらさら。症状は花粉が

多く飛ぶ朝方～夕方に出やすいという特徴があります。 

咳、のどのかゆみ、目のかゆみ・充血、肌あれ、頭痛 
など 

アレルギー体質であり、体内で

作られた lgE 抗体の量が許容量

を超えてしまった人 

lgE 抗体が許

容量を超え

ていない人 

元々アレルギー

体質ではない人

(花粉に lgE 抗体を

あまり作らない) 

 許容量には個人差があります。今花粉症ではない人の中にも、花粉にた

くさん触れているうちに lgE 抗体が作られていき、いずれ花粉症を発症し

てしまう人もいるかもしれません。 



 

 


